
ほけんだより 
令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 川上
かわかみ

小学校
しょうがっこう

 保健室
ほけんしつ

 

６月
がつ

になり、季節
きせつ

の変
か

わり目
め

で不安定
ふあんてい

な気候
きこう

 

が続
つづ

いています。１日
にち

の中
なか

でも朝晩
あさばん

の気温
きおん

の差
さ

が大
おお

きく、体調
たいちょう

を崩
くず

しやすくなっています。

上着
うわぎ

などで上手
じょうず

に体温
たいおん

調節
ちょうせつ

をするようにしましょう。 

 

◆熱 中 症
ねっちゅうしょう

に気
き

をつけよう◆ 

保健室
ほけんしつ

では、軽度
けいど

の熱 中 症
ねっちゅうしょう

が疑
うたが

われる場
ば

合
あい

、水分
すいぶん

（持参
じさん

の水筒
すいとう

もしくは保健室
ほけんしつ

のOS-1
おーえすわん

）

を補給
ほきゅう

し、身体
からだ

を冷
ひ

やすなど安静
あんせい

にして様子
ようす

を見
み

ます。症 状
しょうじょう

が軽減
けいげん

しない場合
ばあい

は、家庭
かてい

に

連絡
れんらく

をします。重 症
じゅうしょう

と判断
はんだん

した場合
ばあい

は、救 急
きゅうきゅう

対応
たいおう

をします。 

また、６月
がつ

から毎日
まいにち

３回
かい

、WBGT（暑
あつ

さ指
し

数
すう

）を測定
そくてい

します。結果
けっか

は保健室
ほけんしつ

の窓
まど

に掲示
けいじ

する

ので、外
そと

で遊
あそ

ぶときには注意
ちゅうい

しましょう。WBGTが３１度
ど

以上
いじょう

になると、熱 中 症
ねっちゅうしょう

の危険
きけん

が高
たか

いため、外
そと

での活動
かつどう

は原則
げんそく

中止
ちゅうし

となります。 

むし歯
ば

を予防
よぼう

しよう 

 

６月
がつ

の健
けん

康
こう

目
もく

標
ひょう

 



◆６月
がつ

４
よっ

日
か

～１０日
と お か

は「歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

週間
しゅうかん

」です◆ 

★保護者の方へ◆歯列・咬合について◆ 

歯科検診の結果、歯列・咬合について受診をお願いすることがあります。歯列・咬合とは、歯

並びやかみ合わせのことです。【食べ物を取り込み、食べる】機能、【表情をつくり、話す】機

能、【運動を支え、体のバランスをとる】機能などに直接かかわっていて、食生活のみでなく生活

の質全体に関係しています。歯列・咬合の不正は、子どもの成長発育段階により、噛む・話す・

呼吸する・体のバランスをとるなどの発達に影響が見られる場合があり、学校での学習にも影響

が出る場合があります。 

歯列・咬合の不正は主に「反対咬合
はんたいこうごう

」「上顎前突
じょうがくぜんとつ

」「歯数
しすう

異常
いじょう

」「開咬
かいこう

」などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの症状については、お子さんの発達段階や個々の症状の程度により、必要となる対応が

異なります。それぞれの状況については、かかりつけの歯科医院等、専門医にご相談いただきま

すようお願いいたします。 

 

反対咬合・上顎前突 

 

 上下の歯のかみ合わせが

前後逆になる「反対咬合」、

上の歯が前方に出ている

「上顎前突」は、成長発育不

全（上顎発育不全・下顎発育

不全）を起こしやすくなり

ます。また発育の状況によ

り、歯周病やむし歯のみで

なく、嚥下（飲み込み）の時

に舌を突き出す癖や口呼吸

に関連することもありま

す。 

 

歯数異常 

 

 本来生えてくるべき歯数

と異なる「歯数異常」は、先

天性欠損や埋伏歯、過剰歯が

ある場合が多く、手術による

治療が必要な場合、その後に

矯正処置が必要な場合もあ

ります。 

 

開咬 

 

 かみ合わせたときに前

歯に上下の隙間ができる

「開咬」の場合は発音（構

音）に問題がおき、サ行や

タ行が発音しにくいなど

の障害が起こる場合があ

ります。重度の場合は、将

来的に矯正治療の検討も

必要です。 


